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赤城山の鍋割山や荒山、五輪尾根等は登っ

たが、「日本百名山の黑檜山に登りたい」と

の要望があり今回のコースを計画した。 

おのこ駐車場に予定通り着き、トイレとストレ

ッチを済ませ出発する。 

登山口までは舗装道路を歩いて行く。 

黒檜山登山口からは、シルバーコースと二

手に別れて登る。 

登山口からは急坂の登山道となり、ゆっくり

登ると尾根の上に出る。眼下に大沼や地蔵

岳の美しい眺めが広がり、休憩して衣服調

整をする。トウゴクミツバツツジが丁度見頃で、鮮やかな紫色が新緑に映え美しい。 

シラカバ交じりの自然林の尾根を登って行くと、また展望の良い所に出るがここが「猫岩」と呼ばれ

る場所だ。岩交じりの急坂に汗が噴き出るが、時折吹く爽やかな風に癒される。 

急登に慣れたころ、傾斜が少し緩くなり

尾根の分岐に出る。道標に従って左の

黒檜山頂へ向かい、平らな尾根道をわ

ずかに進むと三等三角点がある山頂に

着く。山頂は平らで広く、三角点や山頂

表示板があるが眺望はほとんど得られ

ない。山頂から北にわずかに進むと、展

望の良い場所に出て谷川岳や上州武尊

山、浅間山等の山々の眺望がすばらし

い。登山者が大勢眺望を楽しんでおり、

我々もオレンジや菓子を食べながら大



パノラマを楽しんだ。山頂まで戻り、記念写真を撮って駒ヶ岳に向かう。来た道を戻り、分岐を直進

して南に進むと「御黒檜大神」と彫られた大岩や祠がある南峰に出る。南峰直下で花見ヶ原キャン

プ場への道を分け、右に急坂を下って行く。木

段をひたすら下って行くが、ミツバツツジやヤ

マツツジの花が新緑のなかに映え美しい。大

タルミの鞍部までは、南側の斜面を下るので

日差しを受けとても暑い。大タルミから登り返

すと、まもなく駒ヶ岳山頂に着く。 

狭い山頂だが、多くの登山者が休んでおり

我々も休憩をとる。駒ヶ岳から１０分ほど下る

と大洞への下降点があり、手すりの付いた鉄

製の長い階段を下って行く。ここにもミツバツ

ツジやヤマツツジが見事に咲いていた。 

二つ目の長い鉄製の階段を下り、九十九折れの山道を下ると大洞近くの車道に出る。 

車道を左に進むとすぐ左側に覚満淵の入口があり、覚満淵をめぐる周遊道を歩き鳥居峠に出る。 

峠から道標に従い、小沼方面に樹林の登山道を登る。やや急な斜面を階段で登り、平坦な道となり

視界が開け長七郎山への分岐を右に進むと小沼平に出る。道路を渡ると駐車場とトイレがあり、ト

イレを済ませて小沼畔に降りてランチタイムと

する。湖畔のテーブルとベンチで、焼きそばを

作りおにぎりやタケノコやフキの煮つけ等を美

味しくいただいた。昼食後は来た道を少し戻り、

長七郎山へ向かう。ヤマツツジに彩られた広

い林道を歩き、小地蔵岳への道を左に分けて

進むと細い山道を登るようになる。１５分程登

ると広い長七郎山の山頂に出る。山頂で眺望

を楽しんだら、反対側の道を下り小沼に向かう。

下り切ると「おとぎの森」への分岐となり、右に

進むと小沼湖畔の周遊道に出る。 

沼尻の堰を渡り、静かな湖畔の道を辿ると小沼平の駐車場に着く。駐車場でシルバー班と２時に待

ち合わせ予定だが、３０分早く着いた。トイレを済ませ、携帯電話で連絡を取ろうとしたらグッドタイミ

ングで車が到着した。靴を履きかえて車に乗り込み、「あいの山の湯」の直売所に向かった。 

直売所でそれぞれ野菜や花、お惣菜など買い込み、ご褒美のソフトクリームをいただいて帰路に着

き、予定より早く岩舟支所に帰着出来た。 


